
川の水は暮らしの水へと続いています
広告

　

千
葉
、
東
京
、
埼
玉
な
ど
首
都
圏

約
１
、
０
０
０
万
人
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
な
っ
て
い
る
江
戸
川
に
は
、
多

数
の
水
門
や
閘
門
な
ど
の
河
川
施
設

が
存
在
す
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
江

戸
川
の
最
下
流
部
に
位
置
す
る
行
徳

可
動
堰
は
、
昭
和
25
年
に
着
工
し
、

昭
和
32
年
３
月
に
竣
工
し
て
以
来
、

利
水
と
治
水
に
役
立
つ

行
徳
可
動
堰

普
段
何
気
な
く
私
た
ち
が
生
活
用
水
と
し
て

利
用
し
て
い
る
江
戸
川
の
水
。
そ
の
水
を
供
給

す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
行
徳
可
動
堰
。

老
朽
化
に
伴
い
、
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
。

ら
の
塩
水
の
遡
上
を
防

い
で
い
る
。
そ
し
て
、

江
戸
川
水
閘
門
と
一
体

と
な
っ
て
水
位
を
安
定

さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、

降
水
量
の
少
な
い
時
期

で
も
安
定
し
て
、
江
戸

川
の
水
を
地
域
住
民
の

た
め
の
水
道
用
水
、
農

工
業
用
水
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

工
業
用
水
に
お
い
て
は
、

東
京
都
江
戸
川
区
及
び

千
葉
県
松
戸
市
、
市
川

市
、
船
橋
市
、
習
志
野
市
、

千
葉
市
に
あ
る
工
場
約

１
３
０
社
に
最
大
約
28

万
㎥
／
日
の
取
水
を
可

能
に
し
て
い
る
。

一
方
で
、
近
年
、
極
地
的
な
大
雨
が

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
首
都
圏
の
都

市
化
し
た
地
域
で
は
、
一
度
洪
水
と

な
れ
ば
大
き
な
被
害
が
出
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
行
徳
可
動
堰
で
は
、

大
雨
な
ど
に
よ
る
洪
水
時
に
は
ゲ
ー

ト
を
引
き
上
げ
、
洪
水
を
安
全
に
流

下
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

行
徳
可
動
堰
は
整
備
後
50
年
以

上
が
経
過
し
、
施
設
自
体
が
経
年
劣

化
し
、
錆
び
等
が
原
因
で
操
作
に
不

具
合
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
５
カ
年
で
、
ゲ
ー
ト
交
換
お
よ
び

堰
柱
の
耐
震
補
強
工
事
等
を
実
施
す

る
。
工
事
は
今
年
度
か
ら
本
格
的
に

着
手
し
て
お
り
、
安
全
に
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
よ
り
安
全
な
行

徳
可
動
堰
の
完
成
を
目
指
す
。

　

「
の
だ
し
み
ん
」
だ
っ
た
私
は
、
小

さ
な
頃
か
ら
江
戸
川
を
見
て
育
っ
て

き
ま
し
た
。
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
、

祖
父
に
釣
り
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
川
遊
び
を
し
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
高
校
時
代
は
、

江
戸
川
沿
い
に
学
校
が

あ
っ
た
の
で
、
毎
日
の

よ
う
に
川
を
眺
め
た

り
、
河
川
敷
で
友
達

　

都
市
化
し
た
河
川
で
は
、
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
。
実
際

に
江
戸
川
沿
岸
を
歩
い
て
み
る
と
、

自
転
車
や
大
型
テ
レ
ビ
、
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
発
見
で
き
る
。
さ
ら
に

大
雨
の
後
に
は
、
上
流
か
ら
流
木
な

ど
が
流
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら
は
、
河

江
戸
川
最
下
流
部
に
位
置

安
定
化
と
海
水
遡
上
防
止

今
年
度
改
修
工
事
開
始

川
管
理
施
設
の
機
能
に
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
、
江
戸
川
の
景
観
を
損
な

う
な
ど
、
河
川
環
境
の
悪
化
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
高

い
。

　

現
在
、
江
戸
川
河
川
事
務
所
で

は
管
内
全
域
の
巡
視
（
パ
ト
ロ
ー

ル
）
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
56
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

江
戸
川
河
川
事
務
所
の
ゴ
ミ
対
策
い
る
「
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」
は
、
国
と
地
元
自
治
体
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
参
加
に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
清
掃
活

動
。
毎
年
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
（
５

月
30
日
）
に
近
い
日
曜
日
に
開
催

さ
れ
１
万
人
以
上
の
近
隣
住
民
が

参
加
す
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
一
人

ひ
と
り
が
、
よ
り
高
い
意
識
を
持

っ
て
、
河
川
環
境
を
保
持
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

と
話
し
た
り
し
て
ま
し
た
。
ず
っ
と

江
戸
川
と
共
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
（
笑
）

た
だ
、
そ
ん
な
昔
の
思
い
出
の
あ
る

江
戸
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
た
り
す

る
の
は
、
自
分
の
思
い
出
が
汚
さ
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
と
て
も
悲
し

い
で
す
。
今
で
も
実
家
の
あ
る
野
田

市
に
帰
る
車
の
中
か
ら
江
戸
川
を
見

る
と
「
帰
っ
て
き
た
ん
だ
」
と
実
感

し
ま
す
。　

　

ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
た
ち
に

は
、
川
へ
の
親
近
感
が
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
こ

に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
ら
良
い
か

わ
か
ら
な
い
か
ら
川
に
捨
て

て
し
ま
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
川
に
親

し
ん
だ
り
、
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

機
会
が
あ
れ
ば
い
い
な
、
と

思
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
ず
っ
と
江
戸
川
で

過
ご
し
て
い
ま
し
た

タ
レ
ン
ト　

大
島
麻
衣
さ
ん

水位を安定させ穏やかな水面をつくる行徳可動堰

　現在、家庭用水として使われている

水は、川や湖などから取水したものが

約86％、地下水が約14％。意外と日々、

お世話になっているのだ。

　地球には約14億K㎥の水があるとい

われていますが、そのうちの約97％が

海水で、淡水は約3％しかありません。

この淡水の約70％は南・北極地域の氷

として存在し、地下水を含め、川の水

や湖・沼など、私たちが生活に利用で

きる淡水は地球の水のわずか0.8％し

かない!?。　

川 の 知 識豆
■毎日飲んでいるのは実は川の水！

■地球に存在する水の量

江戸川から取水し浄水場を経て各家庭へ＝ちば野菊の里浄水場 

洪
水
時
の
可
動
堰
の
役
割

大島麻衣
タレント。千葉県出
身。昨年より野田親
善大使となる。テレ
ビのバラエティ番組
などで活躍中。

東京湾

江  
戸
川

松戸

浦安

市川

江
戸
川
流
域
の
住
民
の
生
活
に
お
い

て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、「
塩
水
の
遡
上
防
止
」

と
「
水
位
の
安
定
化
」。
江
戸
川
最

下
流
部
は
塩
分
濃
度
が
高
く
、
行
徳

可
動
堰
で
は
、
通
常
時
は
ゲ
ー
ト
を

下
げ
る
こ
と
で
、
江
戸
川
放
水
路
か

行
徳
可
動
堰

平常時（ゲート全閉） 洪水時（ゲート全開）
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